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3年前に比べ重視する経営課題を見ると、「収益性の向上」「顧客満足度の向上」「コストの削減」等をおさ
え、「人材育成」を挙げる企業が２／３を超え最も多い。

また、能力開発の具体的取組についても、「従業員全員を対象とした教育訓練」をはじめ、教育訓練の各
類型で「今後重視」が「これまで重視」の比率を上回っている。

出典： （独）労働政策研究・研修機構「経営環境の変化の下での人事戦略と勤労者生活に関する実態調査」（2007年）

企業経営上の能力開発・人材育成の位置づけ
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資料：独立行政法人労働政策研究・研修機構「企業の行う教育訓練の効果及び民間教育訓練機関活用に関する研究」（2006年）

労働生産性の向上にOFF-JTが「大いに役立つ」、「役立つ」とする企業が約60％となっているなど、多く
の企業が、能力開発のための制度は労働生産性の向上に貢献していると回答しており、否定的な回答は
非常に少ない。

能力開発制度の労働生産性への貢献
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能力開発を実施している企業ほど、「労働生産性が高くなった」「どちらかと言えば高くなった」と回答してい
る企業が多い。

資料：独立行政法人労働政策研究・研修機構「企業の行う教育訓練の効果及び民間教育訓練機関活用に関する研究」（2006年）

能力開発の実施状況と労働生産性
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資料： (財)社会経済生産性本部
(社)日本経済青年協議会
「平成19年度新入社員（3,849人）の「働くことの意識」実態調査」（2007年） より作成

新入社員の会社の選択理由を見ると、「自分の能力、個性を生かせる」「技術が覚えられる」といった能
力開発志向の回答が、「仕事がおもしろい」といった仕事の魅力志向の回答とともに多数を占め、過去との
比較でも大幅に伸長している。
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会社の将来を考えて

自分の能力、個性が生かせるから

仕事がおもしろいから

技術が覚えられるから

実力主義の会社だから

どこも行くところがなくやむなく

給料が高いから

地理的条件が良いから

一流会社だから

経営者に魅力を感じたから

寮グランドなど福利厚生施設が充実しているから

先輩が多いから

労働時間が短く、休日が多いから

（％）

昭和46（1971）年度

平成19（2007）年度

新入社員の就職に当たっての意識


